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【手続補正書】
【提出日】令和1年7月25日(2019.7.25)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　遊技が可能な遊技機であって、
　所定位置から落下可能な可動体と、
　前記可動体を前記所定位置に保持する保持状態と該所定位置に保持しない解除状態とに
変化可能な保持手段と、
　前記可動体を前記所定位置側に向けて付勢可能な付勢手段と、を備え、
　前記保持手段は、前記可動体を前記所定位置に保持している状態において該可動体の第
１被保持部を保持する第１保持手段及び該可動体の第２被保持部を保持する第２保持手段
を有し、
　前記可動体を前記所定位置から落下させるときに、前記第１保持手段を前記保持状態か
ら前記解除状態に変化させるタイミングと前記第２保持手段を前記保持状態から前記解除
状態に変化させるタイミングとを異ならせる、
　ことを特徴とする遊技機。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００６】
　上記課題を解決するために、本発明の手段１の遊技機は、
　遊技が可能な遊技機（例えば、パチンコ遊技機１）であって、
　所定位置（例えば、上方位置）から落下可能な可動体（例えば、可動体３０２）と、
　前記可動体を前記所定位置に保持する保持状態（例えば、係止状態）と該所定位置に保
持しない解除状態とに変化可能な保持手段（例えば、演出用ソレノイド３１８Ｌ，３１８
Ｒ、係止部材３１８ａ）と、
　前記可動体を前記所定位置側に向けて付勢可能な付勢手段と、を備え、
　前記保持手段は、前記可動体を前記所定位置に保持している状態において該可動体の第
１被保持部（例えば、右側のアーム３０９Ｒ）を保持する第１保持手段（例えば、右側の
演出用ソレノイド３１８Ｒ、係止部材３１８ａ）及び該可動体の第２被保持部（例えば、
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左側のアーム３０９Ｌ）を保持する第２保持手段（例えば、左側の演出用ソレノイド３１
８Ｌ、係止部材３１８ａ）を有し、
　前記可動体を前記所定位置から落下させるときに、前記第１保持手段を前記保持状態か
ら前記解除状態に変化させるタイミングと前記第２保持手段を前記保持状態から前記解除
状態に変化させるタイミングとを異ならせる（例えば、第２落下演出の実行が決定されて
いる場合、演出制御用ＣＰＵ１２０が、予告演出処理のＳ３４５において右側の演出用ソ
レノイド３１８Ｒをオン状態にして、係止部材３１８ａと可動体３０２の右側のアーム３
０９Ｒとの係止状態を解除してから所定時間（例えば、約５０ｍｓ）が経過したタイミン
グで左側の演出用ソレノイド３１８Ｌをオン状態とし、係止部材３１８ａによる左側のア
ーム３０９Ｌの係止状態を解除することで可動体３０２を落下させる部分。）
　ことを特徴としている。
　この特徴によれば、可動体の落下速度を抑制できるため、落下の衝撃による可動体の故
障を抑制できる。
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